
すよね？例えば、さきほどの「ワコール ブラリサイクル」
で生まれ変わるものが下着に特化した何かだとい
いですよね。例えばブラジャーがきれいに干せる専
用ハンガーとか、面白くないですか！

艸川　それはいいですね。女性はもちろん、男性で
も家族の下着を上手に干せるようになりそうです
し、当社の哲学でもあるものを大切にする心にもつ
ながりますし。昨今、性別も年齢も関係なくサステナ
ブルな社風に興味を抱いてくださる方が多くいらっ
しゃいますからね。「ワコール」という企業は創始者
の塚本幸一が戦争から戻り、生かされた命への感
謝から始まった企業です。人にやさしく、ひいては
地球にやさしいということは、これからも継続してい
くべき社風なのだと思っています。

安田　商品を売って終わり、という時代は過ぎ去り、
人にも地球にもやさしい企業であることは必然に
なってきます。ただ単にリサイクル率や削減した量な
ど数字だけを追い求めるのではなく、よりよい未来を
感じるゴールビジョンがあれば、人はその活動に共
感してくれると思います。
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艸川 康代 Yasuyo Kusakawa

安田産業グループ地球環境室室長代理
安田 義崇 Yoshitaka Yasuda

リサイクルを考えたものづくり

安田　1万サイトを数える当社のお取引先でも、環境
配慮活動に力を入れておられる企業がすごく増えま
した。ただ、そのすべての活動が本当の意味でサー
キュラーエコノミーに寄与しているのか、疑問もありま
す。作る工程で廃棄物の量が減った、けれどリサイク
ルしづらい素材や仕様になったなど、矛盾もあるから
です。これからはドイツやベルギーなどリサイクル先進
国のように、メーカーが自社の製品をリサイクルする
会社を子会社化し、ものづくりの段階からリサイクル
の話ができる企業が社会から求められるでしょうね。
 
艸川　当社では2030年に向けた環境目標のひと
つに「環境配慮型素材の使用比率を50％」を掲げ
ており、その一環として新商品［L∞Ping（ルーピン
グ）］を2022年にデビューさせました。［L∞Ping］
のブラジャーは、製造の過程で工場から出る糸くず
からつくられた再生糸を商品の約60％に使用して
います。将来的には製造した商品を回収して再資
源化し、ブラジャーに生まれ変わらせる完全循環を
めざしています。また、デザインや設計のベースと
なっているのが、約40年前に発売した商品のパ
ターンを再活用しています。時代のニーズに応えな
がら、良質な技術や文化を継承していくことも当社
におけるサステナブルだと考えています。

安田　文化を守ることも、間違いなくサステナブル
ですよね。過去や歴史から学ぶ事も多い。僕がちょ
うど廃棄物処理の業界に入った時期と重なる、15
年前から継続されている「ブラリサイクル」のことも
気になります。

艸川　毎年10月から翌年3月に、「ワコール ブラリサ
イクル」と題してご不用になったブラジャーを店舗で
回収しています。ブラジャーを入れた袋ごとお預かり
し、開封することなく連携している「BRING」のリサイ
クル工場へ。そこで、細かく粉砕されワイヤーなど金
属部分を磁石で取り除いた後、生活雑貨等に再利
用されています。昨年は総重量25.7トン、ブラジャー
に換算すると25万7000枚が集まりました。

安田　当社では、1日約130トンの産業廃棄物を受
け入れ、その85％をリサイクルしています。リサイク
ル率も重要ですが、さらに重要になってくるのは、
廃棄物の内容の情報開示です。「捨てるマーケティ
ング」と呼んでいるのですが、当社では今、そのため
のシステムを開発中です。クライアント企業自身が
ゴミの内容を把握する事で、削減・リサイクルポイン
トが見えてきます。また企業が連携し合い、お互い
が持つノウハウを活かした時に、抱える課題を一気
に解決できるかもしれません。廃棄物を媒介に弊
社が接着剤となり、一緒に解決していける存在に
なりたいと思っています。人も企業も出会ってストー
リーが生まれ、腑に落ちるストーリーは共感を生みま

生まれ変わるのにもストーリーを

☎0120-53-1153
info@yasuda-group.co.jp　http://www.yasuda-group.co.jp/

安田産業グループ
京都市南区吉祥院中島町２９
https://www.wacoal.jp/support/　

株式会社ワコール

企業・文化・商品
大きなくくりで巡りあう社会へ

戦後間もなく京都で創業し、日本屈指の総合下着
メーカーとなった「ワコール」。実は、文化的価値の
ある京町家を保存するための宿泊事業「京の温所
（おんどころ）」を展開するなど社会的な活動も活
発です。業界のトップランナーとして走り続ける「ワ
コール」の宣伝担当の艸川さんを、サーキュラーエ
コノミーに関するアイデアの宝庫として、有名経営
者からも意見を求められる安田産業グループの安
田義崇さんが訪ねました。

ON THE WAY TO
CIRCULAR
ECONOMY

Dialogue for Circular Economy 

YASUDA SANGYO GROUP 株式会社ワコール

INTERVIEW

「コミュニティ・バンク」が描く豊かな街

「私たちはコミュニティ・バンクという理念をかかげ
ています。本来、地域のためにあるべき信用金庫は、
草の根を支える生活者や企業の皆さんと目線を合
わせ、地域を豊かにしていくことを目指すべきです。
豊かさとは経済的な豊かさもさることながら、それ
にも増して、日本のような成熟社会では心の豊かさ
が重要。そう考えた時、私たちがとった行動は “マ
ネー” からいったん離れることでした。だからバンク
フロアは１Fではない」。お金をスタートとゴールに
した場合、共感や共助の心が生まれにくいのでは
ないか。そう考えた京都信用金庫のメンバーは、ま
ず、人と人とをつなごうと考えたのです。
［QUESTION］で “問い“ を投げかけると、コミュ
ニティマネージャーと言われるスタッフが「じゃあ、
あの人に聞いてみましょう」とつないでくれます。良
い問いは共感を呼び、共感がつながりを呼び、や
がてそれはコミュニティに。共感で結ばれたつなが
りは人の心を豊かにする。そして、それこそが京都
信用金庫の夢「心豊かなコミュニティであふれる街
づくり」だと、榊田さんは言うのです。
「お金はいらないとは言いません。何かを実現しよう
とする時、短期間でスケールアップするためにお金
は有効です。しかし、お金が起点ではいけない。ス
タート、そしてゴールは人と人との心のつながりだと
思うのです。このビルができたことで、知らない人に
日々出会い、私たちが想像もできないようなテーマ
で街の人がつながっています。これからも、もっともっ
と出会いが生まれる場所になっていってくれたらう
れしいです。なにしろ、それが昭和４６年からコミュニ
ティ・バンクを標榜している私たちの本懐ですから」。

京都市役所の向かい側、河原町御池南東角に［QUESTION
（クエスチョン）］というビルがあります。実はこちらは京都信用
金庫の河原町支店。耐震補強のために建て直されました。信用
金庫なのに、入口にATMも受付カウンターもない！？という一風
変わった様にも思えるビルの狙いを、立役者のひとり、京都信
用金庫の理事長・榊田隆之さんに聞きました。

つながりが
街を耕し、動かしていく

マネーを起点にしてはいけない
スタートとゴールは
「人と人との心のつながり」

日々の生活の中で「これってどうにかできないんだ
ろうか」「これとこれを組み合わせたらどうなるん
だろう」…などという “問い” を持ったことはないで
しょうか。［QUESTION］にはそんな問いが日々集
まってくるといいます。
「１人では解決できないことも、みんなで寄ってた
かってその問いについて考えてみる。そんな人と人
との有機的なつながりをたくさん作ることで、地域
は豊かになっていくのではないか」。理事長・榊田
隆之さんをはじめとする京都信用金庫のメンバー
たちはそんな仮説を立てて、このビルを作ったそう
です。
［QUESTION］は地上８階、地下１階の合計９フロア
で構成されていますが、そのうち京都信用金庫が
金融業務を行うフロアは６階のみ。その他のフロア
はコワーキングスペースやセミナールーム、イベン
トスペース、コミュニティキッチンなど“人が寄って
たかれる”空間が広がっています。「実はこのビルは
私たちが20年以上前から積み重ねてきたビジョン
を可視化したものです。この場所でたくさんの人が
出会ってつながり、そのつながりで0から１を生み
出せたら…、と私たち自身も日 ワ々クワクしていま
す」。オープンからはや２年。今では持ち込まれた
“問い”が毎週のように“集い”へと変わり、大学生か
ら企業人まで様々な人たちが関わるオープンイノ
ベーションによって、何かの“種”が誕生しています。

１Fにあるカフェ＆バー／チャレンジスペース
では、頻繁にポップアップイベントやマル
シェなどが開催されている

４Fのコミュニティ
ステップス／
セミナールーム

５Fのスチューデンツラボは学生たちのための場所。
NPO法人グローカル人材開発センターが運営。
榊田理事長も設立当初から主体的に関わっている

８Fのコミュニティキッチン「DAIDOKORO」は
100名収容可能な飲食スペースとシェアキッチ
ンがあり、様 な々イベントが開催されている

ALTERNATIVE
ENERGY
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QUESTION
☎075-585-4190
京都市中京区河原町通
御池下る下丸屋町390-2
9:00～21:00（平日）
10:00～18:00（土曜日）
https://question.kyoto-shinkin.co.jp

榊田 隆之
Takayuki Sakakida

京都信用金庫理事長。1960
年京都市生まれ。日本輸出入
銀行（現国際協力銀行）入
行。1985年京都信用金庫入
庫、同年理事。2018年に理
事長に就任し、現在に至る。

この星に生きるためのブラ
「L∞Ping（ルーピング）」


